
事業後は民間企業に動めたい

将来の進路の第1位が「民間企業」37.2%
「大学院・研究所・シンクタンク」19.1%

「公務員」 7.1%

将来に向けて事間・研究に臓むことが大事

「学問。研究に励む」27.8%
「語学短期留学・語学取得」12.4%
『特に準備はしていない」12.2%

0進路と 進路の相談

進路についての相談は友人か家族

進路の相談相手はまず「友人」34口2%
男性は「先輩」、女性|よ「家族」の傾向あり

■|■■

IL

身につけるべき
能力について

自分に必要とされる能力は
専門知臓と鵬撃力とコミュニケーシヨン籠カ

「学術的な専門知識」19.6%
「語学」17.5%

「コミュニケーション能力」16.4%

専門教育と器撃教育の発真を期待

「専門教育の充実」20.1%
「語学教育の充実」15.9%
「資格取得支援」12.3%



1 卒業後は民

卒業後の進路 「大学院・研究所

高学年になるにつれ、「民間企業」志望者が増

加 し、4年生では半数に達 しています。3、 4年 と

就職が現実味を帯びて くるにつれ、進路が「未

定」の人の割合は減少し、「民間企業」志望者が

相対的に増加 しています。5年生以上では、「小

中高教員」、「各種資格試験受験」志望者の割合

が高 く、これら資格を取るために卒業を遅 らせ

ていることが見てとれます。博士課程では60.4%

が「大学教員」を希望 し、「民間企業」志望者は

ほとんどいません。博士課程まで進学 した学生

を、日本企業では敬遠する傾向がまだ強いこと

を反映していると考えられます。

全

1  年

2 年
1.4

3 年 1.2

4 年 0.5

0.0

0.0

博士課程

.0 0.0

0 10    20    30    40    50    60    70    80    90 100(%)

|1民間企業 Eコ公務員 |1小中高教員 Eヨ大学教員 大学院0研究所 0シンクタンク 饉目各種資格試験受験 |1未定 Eコ その他

回答率の低かつた選択肢をまとめて「その他」にしています。

文系 ・理系別では、理系は「民間企業」、「大

学院・研究所 。シンクタンク」志望者の比率が

文系より高 くなっています。特に「大学院・研

究所・シンクタンク」志望者は文系の倍の割合

です。理系の学部卒業生のかなりの割合が大学

院に進学する事情を反映しています。「公務員」、

「小中高教員」、「資格試験受験」は文系の方が高

くなっています。

その割合は少ないのですが、社会人学生は「大学

院・研究所・シンクタンク」と「専門学校進学」

志望者の割合が「一般学生」と比べると圧倒的に

高 く、明確な目的意識を持っていることがうか

がえます。

学部・ 研究科卒業後の進路はどうしたいと考えていますか?(学年別)
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13.2

学部・研究科卒業後の進路はどうしたいと考えていますか?(文系・ 理系別)

民間企業

35.2

45.2

1.7 2.1 0.9

文系

理系

ロ 10     20     30     40

卒業後の進路の志望と授業に対する興味との

関連では、「大学教員」、「大学院・研究所・シン

クタンク」志望者は授業に対 して非常に高い関

心を持っています。これに対して、「その他」の

中の「専門学校進学」、「フリーター」を考えて

いる人は授業に対 して興味が低 く、対照的で し

た。

(%)

70     80     90     100
(%)

回答率の低かつた選択肢をまとめて「その他」にしています。

また、卒業後の進路の志望 と「大学での授業

や研究・勉強は将来何 らかの役に立つと思うか」

との関連では、「小中高教員」「大学教員」、「大

学院・研究所・シンクタンク」志望者は役に立

つと多 くの人が思っているのに対して、「専門学

校進学」、「フリーター」を考えている人は役に

立つと思わないとする割合が高くなっています。

鬱璽郵
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大学での授業や研究・勉強は将来自分の進路先で何らかの役に立つと思いますか?
/学部・研究科卒業後の進路はどうしたいと考えていますか?
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2.将来に向けて

わ
′_ノ

塵Юl:暉◇

字間・ 研究に励む
¬

「

進路に向けての
準備

「学問 0研究に励む」27.8%、「語学短期留学・

「特に準備はしてし %

が

」
:1

、」1

に向けて、現在どのような準備をしていますか?
(複数選択可)学年別)

全  体

1 年

2 年

3 年

4 年

5年以上

修士課程

博士課程

(%)

0.9 0.5

1.1

2.5

選

0    10   20   30   40   50   60   70   80   90 100(%)

lll語学短期留学・語学習得 l目 学問・研究に励む [コ 企業研究 I目 就職試験対策 [国 資格試験対策 [コ 特に準備はしていない ll:その他

回答率の低かつた選択肢をまとめて「その他」にしています。

学年別では、高学年になるにつれ、「特に準備

はしていない」人の割合はいくらか減少します。

4年生では「企業研究」、「就職試験対策」が増加

します。大学院学生は準備 として「学問・研究

に励む」が非常に高 くなっています。準備 とし

5 1.1

て「学問・研究に励む」の全体の割合が高いの

は、大学院学生における割合が影響 しています。

文系・理系別では、「学問研究に励む」の割合は

理系の方が文系よりも高くなっています。理系で

は「学問研究に励む」ことが将来の進路に向けての

直接準備となる可能

性が高いのに対 し

て、文系では理系ほ

どには直結しないと

思うことから来るよ

うです。そのことが

「語学短期留学・語

学習得」や「資格試

験対策」など目に見

える結果を文系学生

が求めることにも表

れています。
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将来の進路に向けて、現在どのような準備をしていますか?
/学部・研究科卒業後の進路はどうしたいと考えていますか?鬱璽郵

全  体

大学教員

大学院・研究所
・シンクタンク

留  学

未  定

0.0 、1.5 2

20 30

0.8 6

50 80 90

1 2.

2.4

.3

600 10 40 70
(%)

12.2

10.8

10.4

23.7

29.612.4

21.416.3

26.611.7

30.428.0

32.013.1

l■1語学短期留学 0語学習得 l囲字間0研究に励む |コ企業研究 1囲就職試験対策 [ヨ資格試験対策 [コ特に準備はしていない ■|その他

回答率の低かつた選択肢をまとめて「その他」にしています。

卒業後の進路の志望と準備の関連については、

「大学教員」、「大学院・研究所 。シンクタンク」

を進路 として考えている人は、準備 として「学

問・研究に励む」が最も高 くなっています。「留

学」を希望する人は「語学短期留学・語学習得」

が最も高 くなっています。これに対 して、進路

が「フリーター」、「未定」の人は準備をしてい

ないと答える割合が高くなっています。

進路に向けての準備 として「学問・研究に励

む」、「 1年以上の長期留学」 と答えた人は教員

と話をしてア ドバイスを受ける割合が高 く、積

極的に教員を活用 していると言えるでしょう。

「特に準備はしていない」派は、教員と話をする

ことがないとする割合が非常に高いのと比べる

と対照的です (前項下グラフ)。
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学部・研究科卒業後の進路はどのようにしたいと考えていますか?(経年変化)
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進路の相談

3.進路についての相談は

進路の相談相手はまず

家

A
●

男性は「先輩」、女性は「 り

進路についての相談は主に誰にしますか?(男女別)
性別では、 男性 が

「家族」 よ り「友人」

の方が多いのに対 し

て、女性では逆に「家

族」の方が「友人」よ

りも多 くなってい ま

す。相談相手としての

「恋人」と「先輩」では、

男性が「先輩」が多いの

に対 して、女性は「恋

人」の方がやや多いと

の、違いが見られます。   0      20
学年別では高学年に

なるにつれ、相談相手は「家族」から「友人」ヘ

と変化していきます。博士課程の学生では、教員

との結び付きが強いために、相談相手として「教

員」が最も多 くなります。

「公務員」、「小中高教員」を志望している人は

ともに「家族」に相談する割合が最も高くなって

いますが、「公務員」志望者は多 くが「友人」と

公 務

留

20 40

恋 人 5.0
進路志望先の
OB・ 001.2

進路志望先の
OB・ OG2.1 員 3.6

40        60        80     100(1%〕 )

回答率の低かつた選択肢をまとめて「その他」にしています。

も相談するのに対して、「小中高教員」志望者で

は「友人」に相談する割合は約半分です。「各種

資格試験受験」、「留学」志望者は共に「家族」に

相談する割合が他の志望者に比べると非常に高 く

なっています。これは共に費用がかかることなど

から親の理解が必要なことを反映しているようで

す。

1.6
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0.0
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受
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8.7
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10.6.
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家 族
40.0

先 輩
8.3

その他
8.2

いての相談はおもに誰にしますか?/
・ 研究科卒業後の進路はどうしたいと考えていますか?

33.1
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教 員 惣E湿]鮨 暇

回答率の低かった選択肢をまとめて「その他」にしています。
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進路に必要な能力

4.自分に必要とされる能力は
専門知識と語学力とコミュニケ

「学術的な専門知識」19.6%、

「コミュニケーショ %

学年別に見れば、「学術的な専門知識」の割合

は、学部学生では学年 による差 はほ とん どあ り

ません。大学院学生では、 当然の ことなが ら、

「学術的な専門知識」が必要な能力であるとの回

答は大 きく増 え、 とりわけ博士課程では43.0%を

占めています。

将来、自分の進路のために必要とされる能力はなんですか?(学年別)  (複数選択可)

語 学 その他学術的な専門知識

年

年

年

年

１

２

３

４

全

5年以上

修士課程

博士課程

0 10 20 30 40

「語学」は学年が上がるにつれ減少しますが、

大学院学生では、専門書、論文などを読むことか

ら「語学」の必要性は高まります。

「コミュニケーション能力」は4年生になると急

激に増加しています。次頁の「進路のために希望

60      フ0      80      90   100(%)
回答率の低かつた選択肢をまとめて「その他」にしています。

視、これは「資格試験対策」派にも共通します。「特

に準備していない」派は「学術的な専門知識」、「語

学」の必要性も低 くなっています。「問題解決能力」

を重視するのは準備としての「企業研究」、「イン

ターンシップ」、「資格試験対策」派です。

50

鬱璽郵

17.019.6 10.6

19.8■■■ 12.216.5

16.711.8   1:||

17.9

18.117.8

18.011.0

43.0

25.4 13.4

将来、自分の進路のために必要とされる能力はなんですか?
/将来の進路に向けて、現在どのような準備をしていますか? (複数選択可)

するサービス」の

ところで触れます

が、就職活動と密

接に関連します。

必要とされる能

力と前述 した「将

来 に向 けての準

備」との関連を見

てみましょう。準

備 として「学問・

研究に励む」派は

「学術的な専門知

識」の必要性 を重

■1学術的な専門知識[コ語学四コミュニケーション能力|1問題解決能力m―般教養Eコ独創性・創造力||その他

全   体

字間・
研究に励む

1.2

企業研究

資格試験
対策

インターン
シップ

特に準備は
していない

0 20 40          60          80       100(1%))
回答率の低かつた選択肢をまとめて「その他」にしています。
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進路のために
希望するサービス

5.専門教育と語学教育の充
ρ
′ノ         ^

盤FЮIIN聴碧「専門教育の充実」2C〕 .1%、 「語学教育の

「資格取得

「
―

■
―

全体 としては上記の順位ですが、とりわけ社

会人学生は大学に対 してきわめて明確な期待・

要望を持っています。「専門教育の充実」と「語

学教育の充実」に期待する割合が特に高 くなっ

ています。 また、「資格取得支援」に対する期待

にも高い ものがあ ります。留学生では、「企業情

報の充実」 と「OB・ OG、 学外 との連携強化」に

対する期待が高 くなっています。

自分の進路のために大学に期待するサービスはなんですか?(学生種類別)(複数選択可)

全   体

一 般 学 生

社会人学生

留 学 生

1.4 0.0

0 20 40 8060 100(%)

22.315.9

□  ¶25 品 55拓
lllll■ ■ll目11       11｀ ■|‐ ||    _

22.415.6

18.723.2

13.6

[コ 専門教育の充実 語学教育の充実 l■l資格取得支援 1翻インターンシッププログラムの充実

企業情報の充実 ・ 00、

回答率の低かつた選択肢をまとめて「その他」にしています。

卒業後の進路と大学に期待するサービスとの関

連では、約4割 を占める「民間企業」志望者が期

待するサービスは高い順位から、「企業情報の充

実」、「就職セミナーの充実」、「インターンシップ

プログラムの充実」、「OB・ OG、 学外との連携強

化」、「キャリアプランに関する相談の充実」、「情

報教育の充実」の順位になっています。これらは

どれも厳しい状況にある就職に関連しています。

無理からぬことではありますが、「専門教育の充

実」、「語学教育の充実」については期待があまり

強 くあ りません。もう十分だと感 じているのか、

あるいはあまり関心がないのでしょうか。「民間

企業」志望者の次に多い「大学院・研究所・シン

クタンク」志望者では、「専門教育の充実」、「語

学教育の充実」、「リベラルアーツの充実」に対す

る期待が高くなっています。志望先によって大学

に対する期待に違いがあることが分か ります。

必要な能力と大学に期待するサービスとの関連

では、「学問的な専門知識」重視派は専門教育の

充実を期待 しています。これに対 して、「語学」

重視派は語学教育と留学プログラムの充実を期待

しています。また、「コミュニケーション能力」を

重視する人は、「キャリアプランに関する相談の

充実」、「企業情報の充実」、「就職セミナーの充実」、

「自己発見プログラムの充実」、「OB・ OG、 学外

との連携強化」など就職活動に関連したサービス

を望んでいることが分かりました。
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